審判監督会議　資料
※県総体と同様に、「３密回避」「マスクの着用」　「こまめな手洗いと手指消毒」の徹底をお願　いします。また、本錬成大会終了後は、特に　部員の健康管理と感染防止対策にご配慮をお願いします。
１，本錬成大会について
　①開閉会式は簡略化して行う。　男子団体→女子団体を交互で行います。
  ②試合時間　４分引き分け　代表戦は４分１本勝負　延長４分刻み
　　　　　　（※本割４分後、延長２回で小休止、さらに２回で休憩、繰り返し）
  ③竹刀検量を行いませんので、各部顧問で確実に重量・長さ・安全性を確認して、　　  竹刀検量実施報告書を提出してください。（本数制限１人３本以内）
　　※昨年度と同様
  ④審判について
審判講習の位置づけをもって行います。佐藤先生（審判長）・三股先生を講師として、姿勢や位置取りなど総合的に指導いただきます。
    ※本錬成大会は高体連剣道専門部だけによる実施です。
  ⑤今回の結果によって、男女とも団体ベスト８まで県新人戦のシード権を与えます。
    それ以下はフリーで抽選をします。各大会の組み合わせは、以下のように大会の　　  結果が反映していきます。
    県総体→※本大会（秋季大会）→新人戦
　　秋季大会＋新人戦→全国選抜予選
　　秋季大会＋新人戦＋全国選抜予選→県総体
※秋季大会のみベスト５～８も裏シードで抽選、その他はフリー抽選
２，その他
  ○今後の日程
　　大分県新人戦（別府アリーナ）令和　３年１１月１３日（土）１４日（日）
    全国選抜予選（武道スポセンタ）令和　４年　１月２３日（日）
    ※男子２枠（決勝リーグ）　女子１枠（トーナメント）
    九州高等学校選抜剣道大会（長崎→シーハット大村）
令和４年　２月１２日（金）１３日（土）１４日（日）
    全国高等学校剣道選抜大会（愛知県春日井市）令和４年３月２６日～２８日
※会議終了後、受付で配布されたオーダー票を記入して、専門委員の指示通りに提出してください。
